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Prevention and Early treatment in lymphoma 

リンパ腫の予防および早期治療に関する研究 

１．研究の対象 

2006年 1月 1日から 2026 年 1月 8日までに University Health Network（UHN）、紹介元医療機

関（Cancer Clinical Research Unit: CCRU）または国立がん研究センター（National Cancer 

Center Japan）において、初発または再発リンパ腫と診断された方。 

２．研究目的・方法 

研究目的：リンパ腫における分子生物学的・プロテオーム学的特性の理解を深め、早期診断およ

び治療のための新規標的を同定することです。 

研究方法：研究対象者から収集した試料で、DNA解析、RNAシーケンス解析、Long-read RNAシ

ーケンス解析 、ATAC-seq 解析、単一細胞／単一核シーケンス解析を行います。 

研究実施期間：研究許可日～2027年 3月 19日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
【情報】情報：診断時年齢、性別、診断日、実施治療内容、生存情報等 

【試料】血液、手術で摘出した組織等 

４．試料・情報の授受 

試料は、UHNのバイオバンクまたは共同研究機関から取得されるが、国立がん研究センターから

の試料提供は現時点では行わない。 

現時点では本研究で収集した試料・情報を将来的に別の研究に利用する可能性は想定されな

い。 

 

５．研究組織・研究責任者 

Division of Medical Oncology and Hematology Princess Margaret Cancer Centre：  

Tomohiro Aoki（研究責任者） 

Robert Kridel 

Sally Zhang 

国立がん研究センター：吉見昭秀（研究責任者） 
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６．お問い合わせ等 
 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

試料・情報が研究に用いられることについて研究対象者の方もしくは研究対象者の代理人の方

にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。そ

の場合でも不利益が生じることはありません。 

なお、この研究が適切に行われているかどうかを確認するためや研究の科学的意義を検討する

ために、国内外の第三者の立場の者が研究対象者の方のカルテやその他の診療記録、研究データ

などを拝見することがあります。このような場合でも、これらの関係者には守秘義務があり、個

人情報は守られます。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

（相談窓口） 

国立がん研究センター 研究所 がん RNA研究分野 

〒104-0045 東京都中央区築地 5-1-1 

TEL：03-3542-2511 （代表） 

研究責任者：吉見昭秀 

 

 


